
総合的な探究の時間

～生徒の主体的な学びを実現する伴走者としての教師～

北海道白老東高等学校

教諭 ○○ ○○

令和７年度（2025年度）北海道各教科等教育課程研究協議会 総合的な探究の時間（提言）

※本スライドに示されている写真は、学校所有備品（道費で購入したデジカメ）を使用、
また、掲載については、全体指導の際に周知・承諾済み。その他は、教ICT 317号 
2025.9.12 教育長通知 による口頭許可に基づいて運用していることを申し添えます。



０，内容

１，学習指導要領に示された「探究」の意義
２，今年度「手引」の内容
３，本校の実践紹介
４，提言とまとめ



１，学習指導要領に示された「探究」の意義

そもそも、なぜ「探究」なのか？
→ 社会が求める力の変化（探究が求められる背景）

これまでの社会 これからの社会

正解のある課題
正解のない課題
（不確実な社会）

指示されたとおりに動く力
問いを立てる力
（課題発見力）

教師が教える
共に探る

（ファシリテートする）

これらを踏まえ、学習指導要領ではどのように記載されているか。



１，学習指導要領に示された「探究」の意義

「総合的な探究の時間」の目標（学習指導要領を要約）

○ 生徒が「自ら課題を設定し、情報を収集、整理・分析し、
まとめ・表現する」過程を通して学ぶ。

○ 教師は、生徒の主体的な学びを支援し、指導・助言を行う。

○ つまり、「教える」ではなく「支える」ことが核心。
○ 探究は「教科の外」で行う学びではなく、「学びの姿勢」を育む場。

（探究の主担当を経験しての所感）

総探の中で「探究のサイクル」を確立させることにより、他教科にてこの
サイクルを応用できる。特に、科目名に「～探究」が付された科目で役立つ。
ただし、このサイクルは、可能なら１年次に定着させることが望ましいと考
える。 → 早期に定着させれば、２，３年次は自走が可能。

探究のサイクル



１，学習指導要領に示された「探究」の意義

探究のサイクル
→３年間で何回も回していく（活動、体験、経験させる）。

レベル
アップ！

レベル
アップ！

次のサイクル（２周目、３
周目）では、もっとレベル
アップして、徐々に探究の
質をアップさせよう！



１，学習指導要領に示された「探究」の意義

○ 学習指導要領（平成30年告示）解説 総合的な探究の時間編

解説58～59頁

「総合的な探究の時
間」を全教職員で取り
組む根拠

マンパワーにならない
ように、組織的な対応
が重要。
このこと（体制づく
り）が、校内体制（分
掌等）が入れ替わって
も、持続可能な取組に
つながる。



２，今年度の「手引」の内容

(1) 主体的な学びを深める「振り返り」と「評価」

・振り返りを通して自己理解を深め、学びの意味や価値を自覚することが重要。

・評価は次の３つの資質・能力を育成する観点から行う。

①自己理解・他者理解（多様な意見の尊重、自己の特性理解）

②主体性・協働性（自ら課題に向き合い協働して解決）

③将来展望・社会参画（理想の社会づくりへの意識）

(2) 中間発表を起点とした振り返り

・探究活動の過程に中間発表と相互評価を位置付け、過程の質を高める。

・生徒が自ら設定した課題の妥当性や情報の整合性を省察し、次の活動に生かす。

・発表前後の振り返りシートを活用し、生徒自身の変容を自己認識できるようにする。

・教員・外部人材・他生徒からのフィードバックを重視。

(3) 探究が「発展的に繰り返される」振り返り

・探究活動の行き詰まり時、生徒自ら教員や地域人材に相談し、方法を修正。

・中間発表後に大学教員等から助言を受け、探究を深化させる。

・Googleフォーム等を使い、他校生徒との相互評価・交流で新たな視点を獲得。

キーワード

振り返り



２，今年度の「手引」の内容

• 生徒が自ら教員・地域コーディネーターに相談し、探究方法を改善。

【事例１】日常の振り返り

• 中間発表後に大学教員から助言を受け、後半の活動をブラッシュアップ。

【事例２】定点での振り返り

• Googleフォームやオンライン交流を活用し、互いの活動を評価・改善。

【事例３】生徒同士での振り返り

キーワード

振り返り



２，今年度の「手引」の内容

○ 手引のうち、【事例１】について補足。

出典：令和７年度高等学校教育課程編成・実施の手引（総合的な探究の時間）ｐ４

地域Ｃ地域Ｃ

【事例１】･･･本校の事例を取り上げてい
ただきました。

○ 「付かず、離れず」を意識しながら、
あくまで生徒が主役となるよう、ファ
シリテートしました。

○ 完全な教員主導は避けつつも、探究の
柱から大きく逸れることのないよう、軌
道修正のサポート等を行いました。

ゼミ担当教員ゼミ担当教員



３，本校の実践紹介

○ 「総合的な探究の時間」･･･ほとんどの現職の教員は、学生時代に履修の経験が無い。

○ まずは、学校全体で（特定の担当者任せにせず）方向性を共有した
（ポンチ絵･･･スライド10枚目参照）。

○ 「総合的な探究の時間」は、全教職員で取り組むもの（スライド５枚目参照）。
○ 一斉授業ではなく、「個別最適な学び」と「協働的な学び」を織り交ぜた「ゼ
ミ形式」（５，６人グループに教員１人）で実施。

★ 「ゼミ形式」は、職業校の「課題研究」を大いに参考にした。
★ 年度末の「探究発表会」は職業校の「○○クラブ校内発表会」をヒントにした。

→ 「全く新しいこと」ではなく、優れている学校の既存の取組をまずは真似して
みよう、という発想。



３，本校の実践紹介

本校の総合的な探究の
時間（アコロコタン）
のポンチ絵（ロード
マップと呼ぶ）。

年度初めに職員へ周知、
初回授業で生徒に提示
し、目線合わせ。

また、学校ホームペー
ジにも掲載し、地域也
関係諸機関にも広く情
報発信している。



協
働
的
な
学
び

３，本校の実践紹介

○ その他、目線合わせ、情報共有に使用した資料 「ゼミ形式（少人数）」
で実施する。

自己肯定感が低い、成功体
験が少ない、自信が無い

→ 少人数指導で手厚くサ
ポートし、成功体験や、他
者へ発信する力を育みたい。

（懸念）ゼミ形式･･･１グループ
生徒５～６人に対し教員１人。
教員の半数以上、学年団以外か
らも指導の協力を願う。受け容
れてもらえるだろうか？時間割
は？

現状、懸念は払拭されない。
まずは「やってみる」。授業中や年
度末の生徒の表情に懸けてみたい！

守

破

離



３，本校の実践紹介

○ 令和６年度（昨年度） 「まち」に焦点を当てた「地域探究」

整理・分析 成果物（本校ホームページ）

https://www.shiraoihigashi.hokkaido-
c.ed.jp/page_20240522031838

課題発見・課題設定
の一助

（探究の序盤）

発表
まとめ・表現

１年間の取組が
評価された。
受賞がすべて、
ではないが、生
徒の自己肯定感
の向上、外部か
らの助言等によ
る振り返り、新
たな問い（視
点）の獲得につ
ながった。

https://www.shiraoihigashi.hokkaido-c.ed.jp/page_20240522031838
https://www.shiraoihigashi.hokkaido-c.ed.jp/page_20240522031838
https://www.shiraoihigashi.hokkaido-c.ed.jp/page_20240522031838


３，本校の実践紹介

○ 令和７年度（今年度） 「ひと」に焦点を当てた「キャリア探究」

今年度は、「地域と連携したキャリア探究」をテーマに、白老の方々を取材して「ひと図鑑」を作成・発信する活動を
実施。多様な人生や価値観に触れることで、生徒が自己理解や進路意識を深めるとともに、地域への貢献にもつながる
ことを目指す。

多
様
な
人
生
観
の
獲
得
、
自
身
の

キ
ャ
リ
ア
形
成
へ
結
び
つ
け
る
。

今
度
は
、
身
近
な
大
人
（
地
域
の
方
や
本
校
Ｏ
Ｂ
）
に
焦
点
を
当

て
、
取
材
し
、
人
生
観
を
深
掘
り
す
る
こ
と
で
、
自
身
の
キ
ャ
リ

ア
形
成
に
結
び
つ
け
る
。

ま
と
め
・
表
現
と
し
て
、
「
ひ
と
図
鑑
」
の
形
に
ま
と
め
る
。
ど

の
よ
う
な
生
き
方
、
人
生
の
選
択
肢
が
あ
る
か
を
探
究
す
る
。



３，本校の実践紹介

キャリア形成とは

どういう人生を歩みたい？
～自分の未来をデザインする～

どうすればなりたい自分になれるのか。
なりたい自分になるために、キャリア探究を通して、

選択肢を増やしてみよう！

キャリア探究とは、キャ
リア形成のための手段で
あって目的ではない。
いわば、キャリア形成の
ための「架け橋」。



４，提言とまとめ（参考資料）

出典：文部科学省「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実」のためのサポートマガジン『みるみる』p10

○ 「個別最適な学び」が「孤立し
た学び」とならないよう、生徒同
士や地域との対話・協働を通じて
学びを広げ深めることが重要であ
る。

○ 個別と協働の両方を意図的に組
み合わせることで、すべての生徒
が資質・能力を身に付け、持続可
能な社会の創り手として成長でき
る。

本年度手引の内容と
本校の実践を踏まえて

本校は、年度によって、「個別最適な学
び」「協働的な学び」を（組み合わせでは
なく）選択してきたが･･･。



４，提言とまとめ（参考資料）

出典：文部科学省「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実」のためのサポートマガジン『みるみる』p18

○ 単元デザインでは、全ての子供が目標
を達成できるよう、一斉指導・個別学
習・協働学習を効果的に組み合わせるこ
とが重要である。

○ 子供の実態や教科の特性に応じてそれ
ぞれの学習形態を配置し、ICTも活用し
ながら、個別最適な学びと協働的な学び
を一体的に充実させる工夫が求められる。
また、単元の構想は教育課程全体の一部
として位置づけ、学校全体で育成すべき
資質・能力を明確にし、計画的に単元や
授業を構成していくことが大切である。

本年度手引の内容と
本校の実践を踏まえて

本校は、年度によって、「個別最適な学
び」「協働的な学び」を（組み合わせでは
なく）選択してきたが･･･。



「協働的な学び」は、あらゆる学校で実施されている（例えば、対話を通じた価値観の共有、課題解決
型の学習、多様な情報の収集と批判的思考、合意形成など）。
しかし、「個別最適な学び」は、「協働的な学び」と比較し、それほど浸透していないように見える。

先日の教育課程研究協議会においても、悩んでいる先生方が多く見られた。

北海道教育委員会 令和６年度 高等学校教育課程編成・実施の
手引（公民）

【要点】
○ 生徒一人ひとりの状況や特性に合わせて、学びを最適化すること。

○ 二つの側面で整理
指導の個別化：教師が生徒の理解度や進度に応じて指導方法を調整する。
→多様な指導方法の提供

学習の個性化：生徒が自分の興味・関心や学び方に応じて学習を進める。
→多様な学習機会の提供

○ ICTを活用し、学習内容の定着を支援。

○ 留意点として、「孤立した学び」に陥らないよう、協働的な学びと組み
合わせることが重要。

「個に応じた指導」･･･授業者の視点から整理した概念
「個別最適な学び」･･･学習者の視点から整理した概念

そもそも、「個別最適な学び」とは

４，提言とまとめ（参考資料）



体制や担当が変わっても探究を続けられる「仕組み」が必要。探究のノウハウを個人に依存させすぎない。ま
た、学校教育目標と探究の関連について、校内全体で共有するロードマップ等を整備・共有することで、持続可
能な取組へと発展させたい。

教師が「教える人」から「支える人」へと変わる中で、支援しすぎず、放任しすぎない「付かず離れず」の姿
勢が重要。生徒が自ら問い、迷い、他者と関わる過程を見守りながら、節目でリフレクションを促す伴走が鍵と
なる（校内研修や、教員同士の“探究的対話”の機会の重要性）。

「個別最適な学び」と「協働的な学び」を連続したサイクルとして位置づけるカリキュラム設計を進めたい。
このサイクルを、「探究のサイクル」の中に位置づけたい。このサイクルが発展的に繰り返されることで、主体
的な学びは深まると考える。

４，提言とまとめ

① 「個別最適な学び×協働的な学び」の両立による、主体的な学びの実現

② 教師の役割＝“伴走者”としての在り方

③ 今後の方向性としての「持続可能な校内体制」
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